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　18歳人口が再び急減期に入る2035年を間近にし、多
くの大学があるべき姿の再検討を余儀なくされています。
その中で激変する時代の渦に巻き込まれるのではなく、自
ら変化を生み出し、世界に貢献する新たな価値創造の挑戦
を続けているのが名古屋大学です。七つの旧帝国大学の中
で最も歴史が浅い半面、6人もの大学ゆかりのノーベル賞
受賞者を数えるのは、建学以来の伝統である「自由闊達な
学風」の表れと言えます。
　既存の枠組みにとらわれない柔軟性は2020年度、岐阜
大学と共に「東海国立大学機構」を立ち上げたことにも見
て取れます。世界と伍する研究大学へ飛躍する試みを杉山
直総長は「ホップからステップへの移行段階」と評価しま
す。垣根を越えて人と人が結び合う「知の梁山泊」はたゆ
まぬ進化を続けています。

人
と
人
の
交
じ
り
合
い
が
生
む
新
し
い
価
値

多
様
性
が
息
づ
く
自
由
闊
達
な
学
風
の
も
と

ま
だ
見
ぬ
未
来
を
切
り
拓
く「
知
の
梁
山
泊
」
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自
由
闊
達
な
学
風
を
象
徴
す
る

交
流
・
探
究
の
新
拠
点
が
誕
生

　

名
古
屋
大
学
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
い
え

ば
、
主
要
学
部
が
集
ま
る
東
山
キ
ャ
ン
パ

ス
の
中
央
に
位
置
す
る
「
豊
田
講
堂
」
で

す
。
発
明
家
・
豊
田
佐
吉
を
記
念
す
る
趣

旨
で
ト
ヨ
タ
自
動
車
か
ら
寄
付
を
受
け
、

１
９
６
０
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　

そ
の
名
古
屋
大
学
に
25
年
７
月
、
も
う

一
つ
の
シ
ン
ボ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。
大

学
と
地
域
、
社
会
を
つ
な
ぐ
共
創
拠
点
と

し
て
東
海
国
立
大
学
機
構
（
東
海
機
構
）

が
名
古
屋
大
学
構
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た

Com
m

on Nexus

（
コ
モ
ン
ネ
ク
サ
ス
、

愛
称
：
コ
モ
ネ
）
で
す
。
豊
田
講
堂
前
庭

か
ら
中
央
図
書
館
へ
伸
び
る
緑
豊
か
な
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
位
置
し
、
地
下
鉄
の
名

古
屋
大
学
駅
と
も
直
結
し
ま
す
。
名
古
屋
、

岐
阜
両
大
学
の
学
生
・
教
職
員
は
も
ち
ろ

ん
、
近
隣
住
民
や
研
究
者
、
ク
リ
エ
イ

タ
ー
、
企
業
人
ら
多
彩
な
人
々
が
世
代
や

領
域
を
超
え
て
交
わ
る
探
究
の
場
で
す
。

発
見
や
出
会
い
を
生
み
出
す
新
た
な
〝
動

線
〟
の
役
割
に
つ
い
て
、
杉
山
総
長
は
こ

う
期
待
を
込
め
ま
す
。

　
「
名
古
屋
大
学
に
は
英
語
で
学
位
が
取

て
い
ま
す
。
22
年
度
か
ら
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
一
新
し
、
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
の
強
化
と
初
修
外
国
語
（
第
２
外
国

語
）
の
改
革
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
リ

ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
の
一
環
と
し
て

「
超
学
部
セ
ミ
ナ
ー
  （2）

」
を
新
設
し
ま
し
た
。

学
部
を
超
え
た
共
同
学
修
を
３
～
４
年
次

に
実
施
す
る
と
い
う
従
来
に
は
な
か
っ
た

取
り
組
み
で
す
。

　

さ
ら
に
、
23
年
４
月
に
発
足
し
た

デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
・
シ
リ
ア
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
  （3）

を
拠
点
に
、
学
部
か

ら
大
学
院
博
士
課
程
ま
で
を
対
象
に
し
た

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
起
業
家
精

神
）
教
育
も
コ
モ
ン
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
教

育
の
一
つ
で
す
。
25
年
度
か
ら
「
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
初
歩
」
を
全
学
教
育

科
目
の
一
つ
と
し
て
必
修
化
し
ま
し
た
。

実
際
に
起
業
す
る
、
し
な
い
に
か
か
わ
ら

ず
、
社
会
に
対
し
て
新
し
い
価
値
を
提
案

し
て
い
く
姿
勢
は
誰
に
と
っ
て
も
必
要
だ

と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
ま
す
。

　
「
さ
ら
に
こ
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
を
英
語
化
し
、
Ｇ
30
の
学
生

な
ど
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

進
め
て
い
ま
す
。
現
代
人
が
必
要
と
す
る

も
の
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
の
で
、

コ
モ
ン
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
教
育
も
一
つ
の

決
ま
っ
た
形
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
常
に

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」（
杉
山
総
長
）

れ
る
Ｇ
30
（
グ
ロ
ー
バ
ル
30
）
国
際
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
、
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
（
名
古
屋
大

学
交
換
留
学
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
が

あ
り
、
そ
れ
ら
を
利
用
し
て
入
学
し
て
き

た
留
学
生
と
日
本
人
学
生
の
交
流
の
場
に

も
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
生
に
は
４
年
間
で
一
度
は
外
国
に
行
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
コ
モ
ネ

で
の
出
会
い
を
通
じ
て
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
ー
（
多
様
性
）
に
触
れ
、
交
流
が
増

え
れ
ば
、
外
国
に
出
る
心
の
バ
リ
ア
が
格

段
に
下
が
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
日
本
人

学
生
同
士
で
も
、
学
部
段
階
で
は
文
系
、

理
系
の
壁
を
超
え
て
話
す
機
会
が
あ
ま
り

な
い
。
こ
う
い
う
場
で
人
と
人
が
交
じ
り

合
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
名
古
屋
大
学
の
自

由
闊
達
な
学
風
に
通
じ
ま
す
」

「
勇
気
あ
る
知
識
人
」
の
育
成
に

欠
か
せ
な
い
骨
太
の
基
礎
教
育

　

十
分
な
知
識
・
技
能
を
土
台
と
し
、
た

め
ら
う
こ
と
な
く
課
題
に
立
ち
向
か
う
創

造
性
と
探
究
心
を
持
っ
た
「
勇
気
あ
る
知

識
人
」
を
育
成
し
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
研

究
力
に
よ
っ
て
社
会
や
人
類
全
体
の
課

題
解
決
を
目
指
す
名
古
屋
大
学
は
22
年
、

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
７
  （1）

を
策
定

し
ま
し
た
。
教
育
・
人
材
育
成
▽
研
究
・

価
値
創
造
▽
社
会
連
携
・
産
学
連
携
▽
国

際
展
開
―
―
と
い
う
四
つ
の
戦
略
を
立
て
、

着
実
に
実
行
に
移
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
・
人
材
育
成
の
観
点
で
は
、
学
部

初
年
次
か
ら
大
学
院
ま
で
切
れ
目
の
な
い

リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
や
、
外
国
語
な

ど
の
コ
モ
ン
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
教
育
（
基

本
的
な
ス
キ
ル
と
し
て
の
学
修
）
を
進
め

（1） Nextビジョン2027
　世界と伍する研究大学を目指し、2022年に策
定された27年までのビジョン。①高大接続から
大学院、学び直しまでシームレスに紡ぐ国際通
用性のある教育・人材育成②世界トップ研究者
が集う知の梁山泊が生み出す知的成果の創出と
価値化③世界有数の産業集積地に根ざし、新た
な価値を創造しグローバル/ローカル課題の解
決に貢献④ニューノーマル時代の新たな国際展
開――の４戦略を掲げる。

（2） 超学部セミナー
　目指す専門性が自覚された３～４年次に、異
なる分野の学生が学部・学年を超えたチームを
組み、自主的に設定した課題解決に向けて力を
合わせる。リーダーシップとチームワーク、異
分野への開かれた態度，多様な人々の協調によ
る課題解決能力を身につけることが期待される。

（3） �ディープテック・シリアルイノベー
ションセンター

　学部から大学院博士課程まで階層的に大規模
で学際的なアントレプレナーシップ教育を行う。
学部生向けカリキュラムとして1年次には「ア
ントレプレナーシップ初歩」、2年次には「社会
課題解決とアントレプレナーシップ」「イノベー
ション基礎」「シリアル・イノベーション」と
いった科目が用意されている。

（4） 戦略的パートナー大学（SPU）
　双方向の教育・研究・産学連携活動を互恵的
に推進する海外の有力大学。現在、ノースカロ
ライナ州立大学、シンガポール国立大学、フラ
イブルク大学、エディンバラ大学の４大学を
SPUに位置付けている。2024年に採択された文
部科学省「大学の国際化によるソーシャルイン
パクト創出支援事業」タイプⅡ（海外展開型）
において、これら４大学に渡航する本学学生に
対し、高度な多文化共修を実践していく。

（5） 女子枠
　2023年度入試の学校推薦型選抜で、工学部の
電気電子情報工学科、エネルギー理工学科の２
学科で初めて導入。25年度は化学生命工学科、
機械・航空宇宙工学科にも拡充され、26年度入
試ではさらに物理工学科、マテリアル工学科の
２学科が加わり、もともと女性比率が高い環境
土木・建築学科を除く６学科で実施される。学
科ごとに３～７人の入学定員が設けられ、女子
枠定員の合計は29人。

学
び
を
拡
張
す
る
国
際
展
開
と

分
野
の
壁
を
越
え
た
融
合
研
究

　

学
問
分
野
の
壁
を
超
え
た
研
究
に
よ
っ

て
社
会
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
成
果
も

続
々
と
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
化
学
と
生
物

学
の
融
合
研
究
を
行
う
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

マ
テ
ィ
ブ
生
命
分
子
研
究
所
は
、
ア
フ
リ

カ
の
食
糧
生
産
に
大
き
な
損
害
を
与
え
る

寄
生
植
物
の
発
芽
を
制
御
す
る
分
子
を
開

発
。
飢
餓
解
決
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
宇
宙
地
球
環
境
研
究
所
で
は
、
送
電

や
通
信
に
被
害
を
与
え
る
自
然
災
害
で
あ

る
「
激
甚
太
陽
風
」
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
、
歴
史
文
献
に
記
さ
れ
た
オ
ー
ロ
ラ
な

ど
太
陽
活
動
の
観
測
記
録
と
ひ
も
づ
け
て

研
究
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
文
系
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
駆

動
型
研
究
を
進
め
る
拠
点
と
し
て
、
デ
ジ

タ
ル
人
文
社
会
科
学
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー

が
24
年
４
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
×
人
文
社
会
科
学
で
新
た

な
総
合
知
を
創
出
す
る
試
み
で
す
。
中
で

も
面
白
い
の
は
『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ク
ス

ト
』
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
生
成
Ａ

Ｉ
に
西
洋
古
典
を
学
ば
せ
、
例
え
ば
古
代

ギ
リ
シ
ャ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
人
生
相
談
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」（
杉
山
総
長
）

　

名
古
屋
大
学
が
強
み
と
し
て
い
る
の
が

果
敢
な
国
際
展
開
で
す
。
15
年
に
大
学
院

医
学
系
研
究
科
が
日
本
初
と
な
る
ジ
ョ
イ

ン
ト
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ
Ｄ

Ｐ
）
を
豪
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
と
の
間
で
開

設
し
ま
し
た
。
海
外
の
大
学
と
共
同
で
博

士
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
し
、
一
つ
の

学
位
を
授
与
す
る
Ｊ
Ｄ
Ｐ
は
現
在
、
５
カ

国
・
７
大
学
と
実
施
、
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
ま
た
22
年

度
に
は
新
た
な
国
際
戦
略
で
あ
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
マ
ル
チ
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
海
外
の
有
力
大

学
を
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
大
学
（
Ｓ
Ｐ

Ｕ
）  （4）

に
定
め
、
現
地
に
名
古
屋
大
学
の

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
置
し
ま
す
。

25
年
５
月
に
は
Ｓ
Ｐ
Ｕ
の
一
つ
で
あ
る
米

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
立
大
学
と
の
連
携

に
基
づ
き
、
教
員
引
率
型
の
短
期
受
け
入

れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
初
め
て
実
施
。
ノ
ー
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
立
大
学
の
学
生
23
人
を
６

週
間
に
わ
た
っ
て
受
け
入
れ
、
企
業
訪
問

や
名
古
屋
大
学
教
員
に
よ
る
講
義
、
文
化

体
験
イ
ベ
ン
ト
、
名
古
屋
大
学
の
学
生
と

の
交
流
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
25
年
７
月
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立

大
学
の
学
生
を
受
け
入
れ
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

お
互
い
の
学
生
に
と
っ
て
と
て
も
良
い
刺

激
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
杉
山
総
長
）

多
様
性
が
生
む
「
知
の
梁
山
泊
」

工
学
部
女
子
枠
を
さ
ら
に
拡
充

　

大
学
ゆ
か
り
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が

６
人
も
出
た
背
景
に
は
、
個
性
豊
か
な
人

材
が
垣
根
や
壁
を
越
え
て
切
磋
琢
磨
し
合

う
「
知
の
梁
山
泊
」
た
ら
ん
と
す
る
名
古

屋
大
学
の
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
融
合
研
究

や
産
学
共
同
、
国
際
展
開
は
そ
の
表
れ
で

す
が
、
学
生
の
多
様
性
拡
大
に
向
け
た
入

試
改
革
も
進
ん
で
い
ま
す
。
25
年
度
入
試

で
は
、
名
古
屋
大
学
で
初
と
な
る
総
合
型

選
抜
が
理
学
部
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
工
学
部
の
学
校
推
薦
型
選
抜
に
設
け
ら

れ
て
い
る
「
女
子
枠
  （5）

」
が
25
年
度
入
試

で
４
学
科
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
が
、
26
年

度
入
試
（
25
年
度
実
施
）
で
は
さ
ら
に
物

理
工
学
科
、
マ
テ
リ
ア
ル
工
学
科
の
２
学

科
が
加
わ
り
、
６
学
科
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

杉
山
総
長
は
受
験
生
に
向
け
て
こ
う
呼

び
か
け
ま
す
。「
大
学
に
入
る
と
４
年
間

は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、

失
敗
も
た
く
さ
ん
し
て
ほ
し
い
。
そ
う

や
っ
て
勇
気
あ
る
知
識
人
と
し
て
、
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
飛
び
立
っ
て
活
躍

で
き
る
人
材
に
皆
さ
ん
を
育
て
て
い
き
ま

す
。
意
欲
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
名
古
屋
大
学

に
来
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
」

Common Nexus　2025年７月開館
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名古屋大学中央図書館

名古屋市営地下鉄
名城線名古屋大学駅

大階段とあわせて 名まで利用できる

エリア。オンライン配信も可能で、

自由度の高い使い方ができます。

の総合窓口。お困りの際には、

スタッフが対応します。

会員限定でコワーキング利用が可能

なエリア。 が完備されており

グループでも利用できます。

研究者とアーティストのコラボにより

生み出される 作品を展示する

エリア。

東海国立大学機構の研究を発信します。

大きな本棚が設置されているエリア。

棚主として、自分のルーツとなる本

を並べて本棚を作ることができます。

つの個室はすべてガラス張りに

なっており、オープンな空間です。

自由な使い方で、活動できます。

ブリッジ

吹き抜けの部分から地下 階の活動の

様子を見渡すことができます。

名古屋大学駅から中央図書館までを

繋ぐ大通り（パッサージュ）。屋台

を利用した発表会や作品展示など、

お祭りのような空間が広がります。

は プリンターなどの工作機器

が設置されるモノづくりが可能なエリア。

は作品の撮影や動画撮影が可能です。

の利用や

の貸し出しの受付窓口。

・ ・ ・

打合せなどに利用できるガラス張り

の４つの個室があります。

その名の通り、小上がりになっている

エリア。靴を脱いでくつろぐこともで

き、イベント時には模造紙を広げた

ワークもできます。

活動の合間に、一息つけるような

軽飲食を取り扱います。

キッチン設備が備わっており、調理が可能。

食を通じたコミュニケーションをとること

ができます。

階段形式になっており、 名まで利用

できるエリア。大型ディスプレイを使用

したイベントが実施できます。

ラーニングコモンズ

階には各所にラーニングコモンズ

があります。

B1F
PASSAGE

豊田講堂（登録有形文化財） ノーベル賞展示室

名古屋大学
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